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誤りを見つけた方は室田までお知らせくだされば有難く存じます．

• 177頁 13.1節 6行目

(Shapley–Shubik, 1972) =⇒ (Shapley–Shubik, 1971)

• 182頁 下から 2行目（定理 13.5）

有界かつ遺伝的で =⇒ 有界で

（0を含むM♮凸集合は遺伝的なので「かつ遺伝的」は冗長でした）

• 225頁 下から 4行目：

fn(pn − pn−1, . . . , p2 − p1, p1) = =⇒ fn(p1 − p2, . . . , pn−1 − pn, pn) =

• 242頁 文献 [55] Shapley–Shubik

(1972) =⇒ (1971)

(以上)
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